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殺関節外紙60d/s (r=0.955. p く0.001)であった.
また，有:i~: な{穫ではなかったが，族関節綴出3180 d/s. 
膝関宣告伸展60d/s. 接関節{申180d/s.投掲節向転180
dl丸投!~~ í1ñ )t~~長60 dlぉで否認い相務係数が得られた.
被験者綿々にみると.Excellent GroupのAは多くの環
践で高い筋力を訴した倉本研究では被験者の下肢の筋
力と務機断}蕗穫とには関係がみられなかった.
{結論) (1)巻きj立能力は下肢の務機密f閣議と i玄関
迷がみられなかったが，筋力との簡には棺関がみられ
た. とりわけ，有意な裕階を示したのは高災帯での役
関節外転筋力，中致事ぎでの膝関節底的筋力であφた.
(2)巻き足能力を潟めるためには，中負街でのハム
ストリングス強化，捻:負荷での大腿践競務強化，湾j負
荷での中鮫筋.Ij、毅筋強化を重点的にトレーニングす
ることが;有効であると考えられる. (3)今技法シンク
ロナイズドスイミングのilカ特性と似滋った，筋力の
総定方法ならびに巻き足時のパワー等を定義tfとする方
法を務発する必婆がある.
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